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Abstract: This study empirically analyzes the basic attributes of children admitted to public 
and private Children's Homes over the 70 years since the end of World War II. Specifically, 
the number of years at the time of admission and discharge is calculated based on the year 
and month of the inmate's birth, and the actual conditions of the inmate, such as changes in 
the years of admission, are clarified. In this paper, we focus on the actual situation of children 
aged 0 to 6 who were admitted before entering school. The study was conducted with the 
cooperation of public and private Children's Homes, and the actual condition of the children at 
the facility was ascertained and statistically analyzed from the records of about 70 years from 
January 1946 to the end of March 2017.
According to the results of the study, both public and private facilities have a common 
tendency to have "Return Home" as a characteristic of preschool children. However, the 
tendency that children who were unable to leave their homes due to "Less than 1 year" tended 
to be prolonged in private facilities. Many of the public facilities included short-term stays and 
changes to other Children's Homes. In the case of public facilities, children are accepted from 
the private sector, where it is difficult for them to be admitted. In private institutions, most of 
the changes have been classified as unknown since they were transferred to child consultation 
centers. Adoption was originally implemented by facilities but has decreased since the 1960s.



































　Ａ園は、1946 年９月に公立児童保護施設として開設し、2017 年３月末に閉園した。約 70 年
で入所児数は、1,485 名である。内訳は、男児 878 名（59.1％）、女児 605 名（40.7 ％）、不明
２名である。入所児の入所年齢別では、「１歳～６歳」569 名（38.3 ％）、「７歳～ 12 歳」550
名（37.0％）、「13 歳～ 15 歳」254 名（17.1％）、「16 歳～ 17 歳」24 名（1.6％）、「不明」88 名（5.9％）
となっている。
　Ｂ園は、明治期に篤志家が始めた育児施設である。創立から 100 年以上が過ぎている民間の
児童養護施設である。1946（昭和 21）年から 2017（平成 29）年までの約 70 年で入所児数は 1,257
名（在所児は対象外）である。内訳は、男児 659 名（52.4％）、女児 598 名（47.5％）である。
－ 61 －
入所児の入所年齢別では、「０歳～６歳」778 名（61.9％）、「７歳～ 12 歳」383 名（30.5％）、「13
歳～ 15 歳」79 名（6.3％）、「16 歳～ 17 歳」９名（0.7％）、「不明」８名（0.6％）となっている。
（２）　就学前児の概況
　入所年齢別では、Ａ園では「１歳児」21 名（3.7％）、「２歳児」180 名（31.6％）、「３歳児」
100 名（17.6％）、「４歳児」76 名（13.4％）、「５歳児」95 名（16.7％）、「６歳児」97 名（17.0％）
で総数 569 名、平均入所年齢は４歳１ヶ月となっている。
　Ｂ園では、「０歳児」54 名（6.9％）、「１歳児」53 名（6.8％）、「２歳児」196 名（25.1％）、「３
歳児」126 名（16.1％）、「４歳児」131 名（16.8％）、「５歳児」106 名（13.6％）、「６歳児」112
名（14.4％）で総数 778 名、平均入所年齢は３歳９ヶ月となっている。
（３）　期間別就学前児の入所概況
　Ａ園の就学前児童の入所概況を５年毎に分析をすると「1946 年～ 1950 年」３名（0.5％）こ
の期間は浮浪児の入所が多いため生年月日不明の児童が多く入所していた。「1951年～1955年」
23 名（4.0％）、「1956 年～ 1960 年」27 名（4.7％）、「1961 年～ 1965 年」37 名（6.5％）、「1966
年～1970年」59名（10.4％）、「1971年～1975年」64名（11.2％）、「1976年～1980年」62名（10.9％）、
「1981 年～ 1985 年」54 名（9.5％）、「1986 年～ 1990 年」34 名（6.0％）、「1991 年～ 1995 年」
42 名（7.4％）、「1996 年～ 2000 年」47 名（8.3％）、「2001 年～ 2005 年」56 名（9.8％）、「2006
年～ 2010 年」35 名（6.2％）、「2011 年～ 2016 年」26 名（4.6％）となっている。
　Ｂ園では、「1946 年～ 1950 年」112 名（14.4％）、「1951 年～ 1955 年」88 名（11.3％）、「1956
年～ 1960 年」67 名（8.6％）、「1961 年～ 1965 年」65 名（8.4％）、「1966 年～ 1970 年」85 名（10.9％）、
「1971 年～ 1975 年」70 名（9.0％）、「1976 年～ 1980 年」54 名（6.9％）、「1981 年～ 1985 年」
66 名（8.5％）、「1986 年～ 1990 年」28 名（3.6％）、「1991 年～ 1995 年」48 名（6.2％）、「1996
年～ 2000 年」50 名（6.4％）、「2001 年～ 2005 年」24 名（3.1％）、「2006 年～ 2010 年」13 名（1.7％）、
「2011 年～ 2015 年」７名（0.9％）となっている。
（４）　就学前児の入所期間
　就学前児のＡ園のＢ園の入所期間の比較では、Ａ園では「１年未満」179 名（31.3％）、「１































39 名（12.8％）、「10 年〜17 年」64 名（21.1％）、「不明」３名（1.0％）となっている。
「１年未満」が 111 名と最も多く、次いで「１年～３年」となっている。平均入所年齢は
１歳 11 ヶ月、平均退所年齢は６歳５ヶ月、平均入所期間は４年７ヶ月となっている。 




























































では「１年未満」65 名（31.9％）、「１年～３年」65 名（31.9％）、「４年～９年」39 名（19.1％）、「10

























名（19.1％）、「10 年〜17 年」32 名（15.7％）、「不明」３名(1.5％)となっている。短期
間の入所が多くなっている。平均入所年齢は２歳４ヶ月、平均退所年齢は６歳７ヶ月、平
均入所期間は４年３ヶ月となっている。 
Ｂ園では、「１年未満」111 名（36.5％）、 〜 87 名（28.6％）、「４年〜９年」
39 名（12.8％）、「10 年〜17 年」64 名（21.1％）、「不明」３名（1.0％）となっている。
「１年未満」が 111 名と最も多く、次いで「１年～３年」となっている。平均入所年齢は
１歳 11 ヶ月、平均退所年齢は６歳５ヶ月、平均入所期間は４年７ヶ月となっている。 


























































































































　Ｂ園では、「１年未満」81 名（31.6％）、「１年～３年」58 名（22.7％）、「４年～９年」43 名
（16.8％）、「10 年～ 17 年」74 名（28.9％）となっている。「１年未満」が 81 名と最も多く、次
いで「10 年～ 17 年」となっている。平均入所年齢は４歳０ヶ月、平均退所年齢は９歳４ヶ で、
平均入所期間は５年４ヶ月となっている。
３）５歳～６歳の就学前児の入所期間
　「５歳～６ 」までに入所した子どもの入所期間の比較では、Ａ園 は「１年未満」55 名
（28.6％）、「１年～３年」53 名（27.6％）、「４年～９年」64 名（33.3％）、「10 ～ 17 年」19 名（9.9％）、
「不明」１名（0.5％）となっている。「４年～９年」が最も多くなっていて、平均入所年齢は
６歳０ヶ月で 退 年齢は 10 歳４ヶ月で、平均入所期間は４年４ヶ月となっている。
　Ｂ園では、「１年未満」61 名（28.0％）、「１年～３年」45 名（20.6％）、「４年～９年」85 名



























「里親」23 名（3.0％）、「知的障害施設」10 名（1.3％）、「死亡」14 名（1.8％※ほぼ
1955 年以内）となっている。「その他」49 名（6.3％）には、養子縁組 16 名（※1956 年






































































































（60.5％）、「自立」（就職・進学）41 名（7.2％）、「里親」42 名（7.4％）、「児童養護施設」36 名
（6.3％）、「知的障害施設」18 名（3.2％）、「自立援助ホーム」７名（1.2％）となっている。「家
庭引取り」が最も多くなっている。
　Ｂ園では、「家庭引取り」503 名（64.7％）、「自立 （就職・進学）148 名（19.0％）、「里親」
23 名（3.0％）、「知的障害施設」10 名（1.3％）、「死亡」14 名（1.8 ※ほぼ 1955 年以内）となっ























「里親」23 名（3.0％）、「知的障害施設」10 名（1.3％）、「死亡」14 名（1.8％※ほぼ
1955 年以内）となっている。「その他」49 名（6.3％）には、養子縁組 16 名（※1956 年

















































































































Ｂ園では、「家庭引取り」192 名（63.2％）、「自立」 就職・進学）46 名（15.1％）、
「里親」16 名（5.3％）、「死亡」12 名（3.9％）となっている。「その他」19 名（6.3％）













































































































































































「里親」16 名（5.3％）、「死亡」12 名（3.9％）となっている。「その他」19 名（6.3％）

















































































































































































































































































































































































































で就学前児のみであり、里親も全年齢の 26 名中 23 名が就学前児となっている。
Ⅴ . 考察
　就学前児の特徴として、公立Ａ園とも民間Ｂ園とも「家庭引取り」が多い傾向は共通してい
るが、「１年未満」で退所できなかった子どもは、長期化する傾向が民間Ｂ園に特に表れていた。
　公立Ａ園は、短期間の入所や他の児童養護施設への措置変更も多く含まれていた。民間施設
への入所が難しい子どもを受け入れていた結果である。
　民間Ｂ園では、措置変更は児童相談所に移行しているため、ほとんどが不明に分類されてい
る。また、養子縁組は園独自の取り組みで行われていたが、1960 年代以降減少している。今
後の社会的養護を議論する上で、施設養護からの家庭養護へのアプローチとして意義のある事
業として、再評価できるではないかと推察される。
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